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親
の
声
は
天
の
声

集
会
員

田
辺

幸
司

中
西
教
区
長
よ
り
集
会
員
の
ご
命
を
仰

せ
つ
か
り
、
早
一
年
が
経
と
う
と
し
て
お

り
ま
す
。
そ
れ
と
共
に
、
本
年
か
ら
教
祖

百
四
十
年
祭
の
年
祭
活
動
も
始
ま
り
ま
し

た
。
私
が
こ
の
旬
に
、
こ
の
よ
う
な
御
用

を
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
ろ
う
と
は

思
っ
て
も
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

若
い
頃
、
私
は
天
理
高
校
の
北
寮
で
幹

事
（
寮
生
の
世
話
係
）
を
務
め
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
関
係
か
ら
、
そ
の

後
二
十
年
余
り
「
学
生
生
徒
修
養
会
高
校

の
部
」
の
ひ
の
き
し
ん
に
行
か
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
最
後
に
は
ふ
し
ん
寮
の
寮

長
も
務
め
ま
し
た
。

そ
の
翌
年
も
寮
長
を
依
頼
さ
れ
ま
し
た

が
、
勝
手
な
理
由
か
ら
お
断
り
を
し
た
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
そ
の
年
を
振

り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
長
男
の
事
情
に
加

え
て
、
次
男
が
命
に
関
わ
る
交
通
事
故
に

遭
う
と
い
う
大
き
な
ふ
し
を
お
見
せ
い
た

だ
き
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
大
難
を
小
難
に

ご
守
護
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
こ
の
時

「
親
の
声
は
天
の
声
」
と
い
う
お
言
葉
が

胸
に
突
き
刺
さ
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま

す
。そ

れ
以
来
、
お
ぢ
ば
、
大
教
会
、
上
級

の
御
用
な
ど
、
親
か
ら
聞
か
せ
て
い
た
だ

く
声
は
出
来
る
だ
け
素
直
に
受
け
入
れ
る

よ
う
に
心
掛
け
て
お
り
、
今
回
も
教
区
長

よ
り
声
を
か
け
て
い
た
だ
い
た
時
に
は
、

大
変
驚
き
ま
し
た
が
、
お
ぢ
ば
の
御
用
で

も
あ
る
し
、
過
去
の
苦
い
経
験
と
共
に

「
親
の
声
は
天
の
声
」
と
の
言
葉
が
思
い

出
さ
れ
て
お
受
け
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。さ

て
、
集
会
と
い
う
の
が
ど
ん
な
も
の

な
の
か
分
か
ら
な
い
ま
ま
、
６
月
に
は
さ
っ

そ
く
定
時
集
会
が
あ
り
、
「
令
和
３
年
度

教
庁
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
」
が
上
程

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
件
に
つ
い
て
、
３
つ

の
分
科
会
に
分
か
れ
て
審
議
す
る
こ
と
に

な
り
、
私
も
そ
の
中
の
一
つ
に
割
り
当
て

ら
れ
ま
し
た
。
各
部
課
よ
り
詳
細
な
報
告

が
あ
り
、
そ
れ
に
加
え
て
一
般
質
問
も
受

け
て
の
審
議
な
の
で
、
３
日
間
と
い
う
日

程
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

初
め
て
の
事
な
の
で
、
時
間
に
追
わ
れ

る
よ
う
に
過
ぎ
た
３
日
間
で
し
た
が
、
特

に
印
象
に
残
っ
た
の
は
献
米
の
件
で
す
。

信
者
部
炊
事
課
の
説
明
に
よ
る
と
、
主
食

の
お
米
は
自
主
流
通
米
が
６
６
ト
ン
、
献

米
が
１
９
０
ト
ン
。
献
米
を
75
％
の
割
合

で
混
ぜ
て
使
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

献
米
が
そ
れ
ほ
ど
ま
で
高
い
割
合
だ
と
は
、

私
に
は
意
外
で
し
た
。
そ
れ
で
、
昨
年
は
、

少
し
で
も
お
役
に
立
て
る
の
な
ら
と
、
例

年
よ
り
量
を
増
や
し
て
献
米
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

ま
た
世
話
課
か
ら
、
本
部
勤
務
者
の
減

少
で
業
務
に
影
響
が
出
て
い
て
、
他
部
署

か
ら
の
異
動
で
補
っ
て
い
る
な
ど
、
厳
し

い
現
実
を
聞
か
さ
れ
る
こ
と
も
多
々
あ
り

ま
し
た
が
、
布
教
部
か
ら
は
、
布
教
の
家

の
寮
生
が
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
神
名
流
し

や
戸
別
訪
問
が
制
限
さ
れ
る
中
、
挨
拶
や

ゴ
ミ
拾
い
を
続
け
た
こ
と
か
ら
、
お
ぢ
ば

が
え
り
や
別
席
に
つ
な
が
り
、
人
づ
く
り

の
成
果
と
し
て
は
、
コ
ロ
ナ
前
と
比
較
し

て
も
あ
ま
り
遜
色
が
な
い
と
い
う
嬉
し
い

話
も
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

毎
月
25
日
に
は
お
ぢ
ば
に
帰
り
、
集
会

員
と
し
て
研
鑽
を
積
ん
で
お
り
ま
す
が
、

年
祭
の
旬
に
御
存
命
の
教
祖
に
お
喜
び
い

た
だ
け
る
よ
う
、
し
っ
か
り
努
め
た
い
と

思
い
ま
す
。
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本
部
よ
り
の
連
絡

▽
「
よ
う
ぼ
く
一
斉
活
動
日
」
実
施
要
項
発
表

・
名

称

「
よ
う
ぼ
く
一
斉
活
動
日
」

・
主

催

天
理
教
教
会
本
部

・
運

営

教
区
・
支
部

（
教
区
に
実
行
委
員
会
を
置
く
）

・
参
加
対
象

地
域
在
住
の
よ
う
ぼ
く

・
実
施
会
場

全
支
部
で
拠
点
教
会
を
設
定
し
会
場
と
す
る
（
複
数
会
場
可
）

・
趣

旨

教
祖
百
四
十
年
祭
に
向
か
う
三
年
千
日
、
同
じ
地
域
に
住
む
よ
う
ぼ

く
が
、
互
い
に
励
ま
し
合
い
勇
ま
せ
合
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
教
会
や
個

人
の
年
祭
活
動
に
、
更
な
る
勇
み
を
付
け
る
。

・
実

施

日

全
教
一
斉
行
事
を
挟
み
つ
つ
、
年
祭
活
動
期
間
中
に
計
５
回
実
施
。

第
一
回
目
は
立
教
１
８
６
年
10
月
29
日
（
日
）

・
内

容

①

お
つ
と
め

②

諭
達
拝
読

③

教
会
本
部
か
ら
の
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ

④

選
択
プ
ロ
グ
ラ
ム

（
ひ
の
き
し
ん
・
講
話
・
感
話
・
懇
談
・
ね
り
あ
い
・
そ
の
他
）

⑤

挨

拶

・
参
加
呼
び
か
け

所
属
教
会
長
か
ら
よ
う
ぼ
く
へ
参
加
を
呼
び
か
け
る

教
区
、
支
部
は
、
把
握
し
て
い
る
よ
う
ぼ
く
へ
呼
び
か
け
る

各
支
部
は
「
教
区
・
支
部
情
報
ネ
ッ
ト
」
へ
案
内
を
掲
載
す
る

※
今
後
、
ご
本
部
で
の
説
明
会
（
２
月
25
日
）
や
教
区
巡
回
（
３
～
６
月
）
が
予
定

さ
れ
て
お
り
ま
す
。

▽
「
お
う
た
演
奏
会

特
別
合
唱
団
」
団
員
募
集
に
つ
い
て

立
教
１
８
７
年
６
月
に
大
阪
で
「
お
う
た
演
奏
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
こ
こ

に
出
演
す
る
特
別
合
唱
団
の
団
員
を
募
集
い
た
し
ま
す
。
合
唱
は
初
め
て
と
い
う

方
も
大
歓
迎
で
す
。
詳
細
は
募
集
要
項
（
教
会
に
配
布
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

教
区
よ
り
の
連
絡

▽
「
天
理
教
教
会
所
在
地
録
」
に
つ
い
て

立
教
１
８
６
年
版
の
「
天
理
教
教
会
所
在
地
録
」
が
発
行
さ
れ
ま
し
た
の
で
、

お
申
込
み
分
を
配
布
い
た
し
ま
す
。
代
金
（
Ｃ
Ｄ
１
枚
３
千
円
）
は
３
月
２
日
ま

で
に
お
納
め
く
だ
さ
い
。

尚
、
滋
賀
教
区
版
は
、
印
刷
物
と
し
て
配
布
い
た
し
ま
す
。

▽
令
和
５
年
度
分

財
務
帳
簿
に
つ
い
て

財
務
帳
簿
の
お
申
込
み
分
を
配
布
い
た
し
ま
す
。
代
金
は
３
月
２
日
ま
で
に
お

納
め
く
だ
さ
い
。

▽
「
教
区
・
支
部
情
報
ネ
ッ
ト
」
に
教
区
報
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
版
を
掲
載
し
ま
す
（
再
掲
）

「
教
区
・
支
部
情
報
ネ
ッ
ト
」
活
用
の
一
環
と
し
て
、
本
年

よ
り
教
区
報
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
版
を
掲
載
い
た
し
ま
す
。
ご
活
用
く
だ

さ
い
。

布
教
部

・
・
山
﨑
部
長
・
・

▽

全
教
一
斉
ひ
の
き
し
ん
デ
ー
に
つ
い
て
（
一
部
再
掲
）

・
実
施
計
画
の
提
出
に
つ
い
て

◇
提
出
締
切
り

２
月
26
日
（
日
）

実
施
計
画
は
、
布
教
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
の
全
教
一
斉
ひ
の
き

し
ん
デ
ー
「
実
施
計
画
書
入
力
フ
ォ
ー
ム
」
か
ら
、
実
施
会
場
ご

と
に
入
力
し
送
信
し
て
く
だ
さ
い
。
送
信
す
る
と
、
す
ぐ
に
送
信

者
と
教
区
に
確
認
メ
ー
ル
が
届
き
ま
す
。

・
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
か
ら
、
開
催
を
見
送
る
動
き
が
あ
り
ま
し
た
が
、
今
年
の
ひ
の

き
し
ん
デ
ー
は
、
し
っ
か
り
と
練
り
合
っ
て
会
場
の
設
定
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
雨
天
時
に
は
屋
内
に
変
更
し
て
実
施
す
る
方
法
や
、
実
施
日
を
順
延
す
る
な
ど
の

対
応
も
検
討
し
て
く
だ
さ
い
。

・
年
に
一
度
の
動
き
に
と
ど
ま
る
こ
と
な
く
、
常
時
活
動
に
つ
な
が
る
よ
う
働
き
か

け
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

・
チ
ラ
シ
と
参
加
カ
ー
ド
の
申
込
数
（

チ
：
チ
ラ
シ

カ
：
カ
ー
ド

単
位
：
枚
）

大

津

チ
２
５
０

カ
２
０
０

江

西

チ
７
７
０

カ
５
０
０

江

南

チ
４
５
０

カ

２
５

江
南
北

チ
５
５
０

カ
１
５
０

江

東

チ
７
４
０

カ

４
０

江
東
南

チ
２
０
０

カ
１
０
０

湖

北

チ
５
０
０

カ
２
０
０

西

湖

チ
７
０
０

カ

５
０

教
区
集
計

チ
４
１
６
０

カ
１
２
６
５

※
本
日
（
２
月
２
日
）
配
布
い
た
し
ま
す
。

▽
滋
賀
教
区
ひ
の
き
し
ん
ス
ク
ー
ル
開
催
の
ご
案
内

３
月
30
日
に
畳
表
替
え
講
座
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
案
内
参
照
（
６
ペ
ー
ジ
）

▽
布
教
部
例
会
日
の
お
知
ら
せ

・
日

時

２
月
27
日
（
月
）
午
後
２
時

於
・
教
務
支
庁

教区・支部
情報ネット入力フォーム
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社

友

・
・
藤
嵜
代
表
社
友
・
・

▽
新
刊
案
内

「
続

お
や
さ
ま
の
情
景
」

道
友
社
篇

２
月
１
日
発
売

定
価
９
９
０
円
（
税
込
み
）

※
読
書
会
定
期
配
本
で
す

▽
天
理
時
報
オ
ン
ラ
イ
ン
の
ご
案
内

天
理
時
報
の
記
事
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

無
料
会
員
（
会
員
登
録
必
要
）
有
料
記
事
を
10
本
ま
で
閲
覧
可
能

有
料
会
員
（
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
３
千
６
百
円
／
年

プ
レ
ミ
ア
ム
６
千
円
／
年
）

過
去
記
事
の
閲
覧
も
可
能

詳
し
く
は
、
道
友
社
ま
た
は
「
天
理
時
報
オ
ン
ラ
イ
ン
」

で
検
索
し
た
く
だ
さ
い
。
（http

s://
jih

o.do
yush

a.jp
/)

▽
「
す
き
っ
と
」
年
一
回
発
行
へ

こ
れ
ま
で
の
年
２
回
か
ら
年
１
回
（
９
月
１
日
）
の
発
行
と
な
り
ま
す
。

▽
「
グ
ラ
フ
天
理
４
９
９
号
」
発
行

グ
ラ
フ
天
理
４
９
９
号
を
本
日
（
２
月
２
日
）
配
布
い
た
し
ま
す
。

献
血
推
進
委
員
会

・
・
竹
下
委
員
長
・
・

▽
１
月
献
血
実
績
（
12
／
21
～
１
／
20
）

☆
び
わ
こ
草
津
献
血
ル
ー
ム

江

西

６
名

江
南
北

２
名

★
合

計

☆
血
液
セ
ン
タ
ー

成

分

７
名

江

西

１
名

４
０
０
㎖

４
名

☆
献
血
バ
ス

大

津

１
名

西

湖

１
名

今
月
も
、
コ
ロ
ナ
禍
で
出
に
く
い
中
に
も
大
勢
の
方
の
ご
協
力
を
頂
き
、
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
引
き
続
い
て
の
ご
協
力
を
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

啓
発
委
員
会

・
・
橋
本
委
員
長
・
・

▽
滋
賀
同
宗
連
全
体
研
修
会

・
開
催
日

３
月
２
日
（
木
）
受
付
13
時
半

開
会
14
時

閉
会
16
時

・
会

場

滋
賀
県
立
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
（
Ｇ‐

Ｎ
Ｅ
Ｔ
）
大
ホ
ー
ル

※
参
加
動
員
の
要
請
（
18
名
）
が
あ
り
ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

大
会
案
内
の
チ
ラ
シ
を
教
会
に
配
布
い
た
し
ま
す
。

婦
人
会

・
・
中
西
教
区
主
任
・
・

▽
女
子
青
年
例
会
の
お
知
ら
せ

・
日

時

２
月
９
日
（
木
）
午
前
10
時
～
午
後
３
時

於
・
教
務
支
庁

▽
婦
人
会
庁
舎
清
掃
ひ
の
き
し
ん

・
２
月
（
１
月
29
日
）

江

南
支
部

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

・
３
月
（
日
程
未
定
）

江
南
北
支
部

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

少
年
会

・
・
大
北
団
長
・
・

▽
「
わ
か
ぎ
の
集
い
」
開
催
の
ご
案
内
（
日
程
変
更
）

・
日

時

令
和
５
年
３
月
30
日
（
木
）

10
時
集
合

15
時
解
散
予
定

・
対

象

中
学
生
（
新
中
学
一
年
生
含
む
）

・
場

所

中
野
大
教
会

・
内

容

ひ
の
き
し
ん
（
ス
ポ
Ｇ
Ｏ
Ｍ
Ｉ
）
な
ど

※

当
初
の
予
定
１
月
29
日
か
ら
日
程
が
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

６
ペ
ー
ジ
に
も
案
内
の
コ
ラ
ム
が
あ
り
ま
す
。
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
こ
ど
も
お
ぢ
ば
が
え
り
開
催
の
お
知
ら
せ

・
開
催
期
間

７
月
27
日
（
木
）
～
８
月
６
日
（
日
）
11
日
間

▽
少
年
会
例
会
日
の
お
知
ら
せ

・
日

時

２
月
28
日
（
火
）
午
前
10
時

於
・
教
務
支
庁

学
生
担
当
委
員
会

・
・
宮
垣
委
員
長
・
・

▽
「
春
の
学
生
お
ぢ
ば
が
え
り
」
に
つ
い
て
（
再
掲
）

・
期

日

令
和
５
年
３
月
28
日
（
火
）

・
式

典

午
前
10
時

本
部
中
庭

式
典
後

直
属
ア
ワ
ー

道
の
教
職
員
の
集
い

・
・
古
池
代
表
・
・

▽
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会
の
案
内
（
再
掲
）

・
日

時

２
月
５
日
（
日
）

12
時
45
分
受
付

13
時
～
16
時
15
分

・
会

場

奈
良
教
務
支
庁

・
内

容

若
手
実
践
発
表
（
滋
賀
教
区
は
、
雲
出
寛
幸
先
生
が
発
表
）

斎
藤
仁
先
生
の
講
演

教
区
交
流
な
ど

春学チラシ

時報OL案内
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元
の
国
道
一
号
線
の
野
洲
川
を
渡
る
と
、
前

方
に
菩
提
寺
山
を
仰
ぐ
県
道
27
号
線
沿
い
に
野

洲
川
分
教
会
が
あ
る
。

野
洲
川
の
道
は
、
明
治
26
年
頃
、
伊
地
知
兼

吉
が
、
母
親
の
身
上
を
石
部
支
教
会
の
布
教
師

に
た
す
け
ら
れ
て
入
信
し
た
こ
と
に
始
ま
る
。

明
治
29
年
、
内
務
省
の
訓
令
に
よ
っ
て
本
教
へ

の
取
り
締
ま
り
が
厳
し
く
な
る
中
も
、
兼
吉
は

改
式
を
行
っ
て
信
仰
の
道
を
歩
み
続
け
た
。
大

正
10
年
「
教
勢
倍
加
」
の
旬
に
宣
教
所
設
置
の

機
運
が
高
ま
り
、
大
正
14
年
２
月
17
日
、
兼
吉

の
長
男
喜
代
松
を
初
代
所
長
と
し
て
宣
教
所
設

置
の
お
許
し
を
戴
い
た
。
そ
の
後
、
教
線
は
次

第
に
伸
び
広
が
り
、
信
徒
数
も
増
加
。
こ
れ
に

よ
り
喜
代
松
の
信
念
も
堅
固
と
な
り
、
昭
和
13

年
に
は
地

方
庁
よ
り

宣
教
所
設

置
の
認
可

が
お
り
た
。

そ
の
喜
び

の
中
、
翌

14
年
４
月

に
喜
代
松

初
代
所
長

は
67
歳
で

出
直
し
、

喜
代
松
の

長
女
か
ず

栄
と
結
婚

し
た
吉
之

助
が
、
同
年
８
月
に
二
代
所
長
の
理
の
お
許
し

を
戴
い
た
。

吉
之
助
は
前
所
長
の
遺
志
を
受
け
継
ぎ
、
御

目
標
様
を
お
迎
え
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
歩
み

続
け
た
。
昭
和
16
年
、
水
口
大
教
会
に
お
い
て
、

教
会
運
営
に
関
す
る
会
議
が
行
わ
れ
、
教
会
は

御
目
標
様
を
戴
く
こ
と
が
必

須
条
件
た
る
こ
と
を
強
調
さ

れ
た
。
吉
之
助
は
、
自
ら
の

宣
教
所
は
内
容
不
十
分
な
こ

と
か
ら
、
一
教
会
と
し
て
の

つ
と
め
を
果
た
せ
る
や
否
や

と
人
間
思
案
も
よ
ぎ
っ
た
が
、

精
神
を
定
め
て
御
目
標
様
を

お
迎
え
す
る
決
意
を
固
め
、

信
徒
総
代
と
も
談
じ
合
い
、

昭
和
16
年
４
月
10
日
に
鎮
座

祭
が
行
わ
れ
た
。
昭
和
35
年

３
月
、
吉
之
助
が
65
歳
で
出

直
し
た
た
め
、
同
年
10
月
三

男
實
が
三
代
会
長
に
就
任
し

た
。
實
夫
婦
は
男
１
人
、
女
３
人
の
子
ど
も
を

授
か
る
も
、
長
男
は
３
歳
で
出
直
し
、
實
自
身

も
会
長
就
任
後
６
年
目
に
、
43
歳
の
若
さ
に
し

て
交
通
事
故
で
出
直
す
と
い
う
ふ
し
を
見
せ
ら

れ
、
当
時
の
教
会
は
、
信
者
た
ち
も
意
気
消
沈

し
、
月
次
祭
の
参
拝
者
も
少
な
く
な
っ
て
い
た
。

そ
ん
な
折
、
上
級
の
会
長
か
ら
、
「
〝
ふ
し

か
ら
芽
が
出
る
〟
と
お
教
え
い
た
だ
く
。
親
神

様
が
お
与
え
く
だ
さ
っ
た
こ
の
ふ
し
を
、
〝
生

き
ふ
し
〟
に
変
え
る
よ
う
に
」
と
諭
さ
れ
て
、

教
会
の
皆
の
心
が
一
つ
と
な
っ
て
勇
み
出
し
た

の
で
あ
る
。

昭
和
41
年
、
實
の
母
親
か
ず
栄
が
四
代
会
長

に
就
任
。
同
年
、
大
教
会
長
よ
り
「
こ
ど
も
お

ぢ
ば
が
え
り
は
、
空
っ
ぽ
で
も
い
い
か
ら
、
バ

ス
１
台
で
帰
ら
せ
て
も
ら
う
よ
う
に
」
と
親
の

声
を
お
掛
け
い
た
だ
い
た
。

か
ず
栄
は
、
そ
れ
を
素
直
に

受
け
て
、
家
族
や
信
者
た
ち

と
丹
精
を
重
ね
た
結
果
、
バ

ス
１
台
分
以
上
の
帰
参
者
の

ご
守
護
を
頂
き
、
そ
れ
か
ら

は
、
こ
れ
が
毎
年
恒
例
の
団

参
と
な
っ
た
。

昭
和
56
年
、
か
ず
栄
は
84

歳
で
實
の
妻
清
子
に
会
長
職

を
譲
っ
た
。
五
代
会
長
と
な
っ

た
清
子
は
、
熱
心
に
お
た
す

け
に
歩
む
中
、
生
ま
れ
つ
き

歩
く
こ
と
が
で
き
な
い
子
ど

も
を
持
つ
夫
婦
と
出
会
う
。

何
と
か
ご
守
護
を
頂
い
て
も
ら
い
た
い
と
、
清

子
は
足
繁
く
お
た
す
け
に
通
い
、
よ
う
や
く
別

席
を
運
ぶ
心
が
定
ま
っ
た
。
そ
し
て
順
序
を
運

ぶ
た
め
、
同
夫
婦
が
大
教
会
に
子
ど
も
を
連
れ

て
参
拝
し
、
神
殿
当
番
の
先
生
か
ら
お
さ
づ
け

を
取
り
次
い
で
も
ら
う
と
、
不
思
議
な
こ
と
に
、

今
ま
で
ま
っ
た
く
歩
く
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た

子
が
そ
の
場
で
立
ち
上
が
り
、
手
を
引
い
て
も

ら
い
な
が
ら
廊
下
を
歩
く
と
い
う
鮮
や
か
な
ご

守
護
を
頂
戴
し
た
。
そ
し
て
現
在
、
そ
の
子
は

結
婚
を
し
、
教
会
の
月
次
祭
に
も
参
拝
し
て
い

る
と
の
こ
と
。

平
成
17
年
、
清
子
は
高
齢
の
た
め
娘
婿
の
秀

夫
に
会
長
職
を
譲
っ
た
。
秀
夫
は
、
地
元
の
青

年
団
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
、
清
子
の
二
女

久
美
と
知
り
合
い
結
婚
。
そ
の
際
、
上
級
の
会

長
か
ら
、
結
婚
す
る
前
に
修
養
科
に
行
く
よ
う

に
勧
め
ら
れ
、
二
人
で
修
養
科
を
志
願
し
た
。

そ
の
後
、
検
定
講
習
を
修
了
し
た
秀
夫
は
、
結

婚
後
、
支
部
の
組
長
を
始
め
、
少
年
会
活
動
や

災
救
隊
な
ど
の
支
部
活
動
に
も
積
極
的
に
参
加

す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
大
教
会
の
事
務

所
当
番
を
始
め
、
青
年
会
や
少
年
会
の
活
動
を

も
熱
心
に
つ
と
め
る
中
、
平
成
17
年
六
代
会
長

を
拝
命
す
る
。

現
在
、
会
長
夫
婦
は
３
男
１
女
の
子
ど
も
と

５
人
の
孫
に
恵
ま
れ
、
月
次
祭
に
は
参
拝
に
帰
っ

て
き
た
子
ど
も
や
孫
で
教
会
が
た
い
そ
う
賑
や

か
に
な
る
と
い
う
。
秀
夫
会
長
は
、
「
諭
達
で

お
示
し
下
さ
っ
て
い
る
よ
う
に
、
ま
ず
自
分
の

子
ど
も
や
孫
に
し
っ
か
り
教
え
を
伝
え
て
い
き

た
い
」
と
、
夫
婦
で
教
祖
年
祭
へ
と
向
か
う
決

意
を
語
っ
た
。

教
会
探
訪
ル
ポ

あ
の
街

こ
の
教
会
№100

野
洲
川
分
教
会
（
水
口
・
江
南
北
支
部
）

や

す

が
わ

会
長

伊
地
知

秀
夫

住
所

湖
南
市
菩
提
寺
一
一
五
五
番
地

秀夫会長夫妻と家族

●

野洲川分教会

← 栗東

水口
→
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２月 行事予定

／２ 主事会、役員会、婦人会例会
学生層育成者講習会

／９ 女子青年例会 10:00
／25 全国書記会総会（市民会館）10:00

ようぼく一斉活動日第１回説明会
（南右第二棟陽気ホール）13:00

教区長会議（３８母屋）16:00
／27 布教部例会 14:00

広報委員会 16:00
／28 少年会例会 10:00
(未定)庁舎清掃ひのきしん 江南北支部
◇ 閉庁日 14日 23日 25日 26日
◇ 閉庁時間 午後４時 （３月末日まで）

（ 連絡先 ☎ 080-8341-1563 鈴木 ）

1月 教区日誌

／27 教区長会議（教庁）11:00
／29 庁舎清掃ひのきしん 9:30 江南支部
／30 布教部例会 14:00

広報委員会 16:00

■少年会滋賀教区団

わかぎの集い
滋賀教区管内の中学生を対象とした「わ
かぎの集い」を下記の通り行います。
少年会員同士の親睦を深めると共に、少
年会員を卒業し、育成会員へと繋がるため
の一助となるようつとめさせて頂きますの
で、少年会員へのお声がけ、ご協力の程、
よろしくお願い申し上げます。

少年会滋賀教区団 団長 大北道久

記
・日 時 令和５年３月３０日（木）

10時集合 15時解散予定
・場 所 天理教中野大教会
・対 象 中学生（新中学１年生含む）
・参加費 無料
・服 装 ハッピ、マスク着用
・内 容 ひのきしん（スポGOMI）

門出式
（中学三年生には卒業記念品贈呈）
オリエンテーション

※日程が変更になりました。

事情願書

▽臨時祭典願

・琵琶分教会［本部 江西］

創立１３０周年記念祭 ５月７日

受 理 日 １２月２８日

■滋賀教区布教部

ひのきしんスクール
このたび滋賀教区では、独自のプログラ
ムとして畳の表替え講座を実施いたします。
実際に表替えの技術を習得することのでき
る内容となっていますので、受講ご希望の
方はお早めにお申込みください。

滋賀教区布教部長 山﨑房生

記
・日 時 令和５年３月３０日（木）

９時集合 １７時解散予定
・内 容 畳表替え講座
・場 所 琵琶分教会
・参加費 2,000円
・定 員 １６名（先着順）
・申込み 下記担当までご連絡ください。

青木知成 ☎ 090-3860-5932
申込み締切り ３月15日(水)

教会本部ＨＰ
情報サイト

本部布教部
情報サイト


